
熊野市の
人口と
高齢化率 く

ま
し
ゃ
ん
お
み
く
じ

◇
開 

設 

日   

7
月
16
日
（
火
）

 

8
月
20
日
（
火
）

◇
相 

談 

員 

片
山

　眞
洋

　弁
護
士

◇
会

　
　場 

熊
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

1
階
相
談
室

　

◇
時

　
　間 

13
時
か
ら

◇
相
談
内
容 

民
事
全
般
（
相
続
、
離
婚
、

 

雇
用
、
他
）

※

開
催
日
前
日
の
15
時
ま
で
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

※

相
談
は
一
人
15
分
程
度
で
予
約
順
で
す
。

　
　
　
　
　
　

  

担
当

　地
域
福
祉
係

　西

　家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
介
護
用
品
や
乳

幼
児
用
品
、ま
た
、「
譲
っ
て
欲
し
い
！
」と
い
っ

た
品
物
を
登
録
し
、
地
域
で
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
制
度
で
す
。
お
互
い
に
譲
り
合
う
当
制
度

を
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

　当
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、
熊
野
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
に
あ
る
掲
示
板
ま
た
は
、

熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
熊
野
市
社
協
で
検
索

　リ
サ
イ
ク
ル
の
ペ
ー

ジ
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

担
当

　地
域
福
祉
係

　榎
本

　熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

「
お
み
く
じ
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
参
考
ま
で
に
、
今
日
の
運
勢
を
占
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

良
い
結
果
が
出
る
ま
で
何
度
で
も
ど
う
ぞ
。 

　今
年
は
見
事
な
く
ら
い
良
い
お
天
気
の
中「
社

協
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。大
勢
の
方
の
協
力
と
、た
く
さ
ん
の

方
の
ご
来
場
に
よ
り
、天
気
も
良
い
分
い
つ
も
よ

り
盛
大
に
開
催
で
き
た
気
が
し
ま
す
。▼
フ
ェ
ス

タ
は
上
天
気
で
し
た
が
、そ
う
は
い
っ
て
も
季
節

は
梅
雨
・・・
。し
か
し
、何
で
も
前
向
き
に
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。新
し
い
傘
で
も
買
っ
て
、雨

も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
か
！

　
　
　

  

（
あ
き
ひ
と
）

熊野市社会福祉協議会の事業には、赤い羽根共同募金配分金を活用させていただいております。

NO.83 令和元年7月5日発行

福
祉
・
保
育
・
看
護
の
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
・
保
育
・
看
護
の
お
仕
事
を
お
探
し
の

方
を
対
象
に
、就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と
就
職
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時 

令
和
元
年
7
月
21
日（
日
）

 

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

 

 

10
時
30
分
〜
12
時

 

福
祉
・
保
育
・
看
護
の
就
職
フ
ェ
ア

 

 

13
時
〜
15
時
30
分

◆
会
場 

メ
ッ
セ
ウ
ィ
ン
グ
み
え

 

（
津
市
北
川
路
町
19-

1
）

◆
対
象 

福
祉
・
保
育
・
看
護
の
職
場
に
就
職

希
望
、ま
た
は
関
心
の
る
一
般
・
学
生

※

津
新
町
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

※

託
児
室
あ
り〈
予
約
制
7
／
12
締
切
〉

◆
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０

世帯数 8,886世帯
人　口 16,826人
（男7,733人／女9,093人）
65歳以上 7,246人
（男2,967人／女4,279人）
熊野市の高齢化率 43.06％
（令和元年6月1日現在）

編集　社会福祉法人熊野市社会福祉協議会 〒 519-4324熊野市井戸町1150
TEL　0597-89-5000 / FAX　0597-89-3068 /
E-mail  kumano@k-shakyo.com / URL　http://www.k-shakyo.com/

福祉くまの　NO.83
2019年7月 5日発行

こんにちは！ くましゃんだよ！ 
梅雨のジメジメを「マッチ棒クイズ」でスッキリさせてね！

3本動かして
　 反対向きに！

1本動かして
　 正しい式に！

前号の正解者は、德田靖兒さ
ん、濱中遥さん、前田マリ子さん
でした。おめでとうございます。

◆前号のこたえ

正解者3名にステキなプレゼント！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ハガキは、　〒519-4324 熊野市
井戸町1150番地　熊野市社会
福祉協議会　福祉くまの係へ。
メールは、ホーム
ページの「おてがみ」
から。（どちらも7月
30日必着で！）

もんだい
１

もんだい１

もんだい
2

もんだい 2

特
集
　
生
活
困
窮

ケ
ー
タ
イ
で

あ
と
が
き

　皆様からの貴重な会費は、平成30年度も様々な地域
福祉活動に活用させて頂きました。 いつも応援ありが
とうございます。
◆加入状況
　賛助会員108件、団体会員9件、個人会員96件　
 計 213件  （1,085,000円）
◆活用させていただいた事業
　・ふれあいいきいきサロン事業 420,000円
　・ふれあいフェスタ、ミニフェスタ 160,000円
　・広報事業（福祉くまの） 359,000円
　・相談事業（無料法律相談） 146,000円
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　深
刻
な
相
談
内
容

　生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
は
、
生
活
困
窮

者
の
定
義
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
条
に
よ
り
『
現
に
経

済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
を
い
う
。』
と
定
め

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
生
活
保
護
の
対
象
に
至
る
前
ま

た
は
、
生
活
保
護
脱
却
後
の
自
立
に
向
け
た
段
階
の
方

の
生
活
が
、著
し
く
困
窮
し
て
い
る
状
態
を『
生
活
困
窮
』

と
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
相
談
は
非
常
に
切
迫
し

た
も
の
が
多
く
、「
病
気
や
障
が
い
の
た
め
働
け
な
い
」

「
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
次
の
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
収

入
が
無
く
、
子
ど
も
の
養
育
費
が
払
え
な
い
」「
電
気
、

水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
」「
健
康
保
険
料
が
払
え
ず
通

院
で
き
な
い
」
な
ど
、
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
非
常
に

深
刻
な
内
容
で
す
。

と
協
力
し
な
が
ら
、
色
ん
な
困
り
ご
と
と
向
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。

◆
熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
活
困
窮
者
支
援
事
業

　

各
種
資
金
貸
付
事
業

　低
所
得
者
等
を
対
象
と
し
て
生
活
費
や
医
療
費
を
は

じ
め
様
々
な
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

緊
急
食
糧
提
供
事
業

　生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
、
緊
急
的
に
食
料
を
提
供
し

て
当
該
世
帯
の
生
活
維
持
を
支
援
し
ま
す
。
1
回
当
た

り
、
一
般
的
な
大
人
が
3
週
間
程
度
で
消
費
す
る
食
料

が
届
き
ま
す
。
利
用
回
数
は
生
涯
3
回
が
上
限
で
す
。

緊
急
時
物
品
等
支
援
事
業

　緊
急
性
の
高
い
支
援
を
要
す
る
生
活
困
窮
者
に
必
要

な
物
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

就
労
活
動
支
援
事
業

　生
活
困
窮
者
の
就
労
活
動
に
か
か
る
交
通
費
を
助
成

し
ま
す
。

就
労
訓
練
事
業

　生
活
困
窮
者
の
就
労
に
関
す
る
能
力
及
び
知
識
の
向

上
な
ど
、
必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業

　生
活
困
窮
等
を
理
由
に
、
就
職
面
接
、
冠
婚
葬
祭
等

に
必
要
な
正
装
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
そ
の
衣
装
を

貸
し
出
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　生
活
困
窮
に

　
　
　
　
　
　
　関
す
る
取
り
組
み

　厚
生
労
働
省
で
は
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立
相
談

支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援
事
業
、
住
居
確
保
給
付
金

の
支
給
、
家
計
相
談
支
援
事
業
等
の
様
々
な
自
立
支
援

制
度
を
設
け
、
全
国
の
自
治
体
ご
と
に
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
社
会

福
祉
法
人
等
に
一
部
事
業
を
委
託
し
た
り
、
幅
広
く
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
専
門
的
な
部

◆
熊
野
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
取
り
組
み

　熊
野
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
で
構
成
す
る
熊
野
市
社

会
福
祉
法
人
連
絡
会
で
も
、
生
活
困
窮
者
世
帯
に
対
し

一
時
的
に
物
品
、
食
料
を
提
供
す
る
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

＊
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
け

る
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
必
要
な

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
事
業
の
詳
細
は
熊
野
市

社
協
地
域
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　☎
0
5
9
7
ー
8
9
ー
5
0
0
0

　
　
　
　
　
　
　ま
ず
は
相
談
を

　昨
今
、
働
き
世
代
で
あ
る
40
代
、
50
代
の
中
高
年
層

分
に
期
待
し
、
協
力
関
係
を
よ
り
強
化
し
て
い
ま
す
。

　熊
野
市
で
も
自
立
相
談
支
援
事
業
（
就
労
そ
の
他
の

自
立
に
関
す
る
相
談
支
援
、
事
業
利
用
の
た
め
の
プ
ラ

ン
作
成
等
）
に
よ
り
総
合
的
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
生
活
困
窮
に
対

す
る
支
援
事
業
と
連
携
し
て
、
最
良
の
支
援
を
目
指
し

て
い
ま
す
。※

熊
野
市
内
で
は
複
数
の
社
会
福
祉
法
人
等

が
「
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
」
を
受
託
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　の
支
援
事
業

　全
国
各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
法
人
発
足
か
ら

地
域
福
祉
の
推
進
を
活
動
の
基
本
と
し
て
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
と
の
関
り
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、「
困
っ
た
人
が
い
れ
ば
み
ん
な
で
考
え
、
そ
の
困

り
ご
と
を
み
ん
な
で
解
決
す
る
」を
念
頭
に
置
き
、行
政
、

地
区
社
協
、
民
生
委
員
、
区
、
そ
の
他
関
係
す
る
機
関

の
生
活
困
窮
が
増
加
し
、
社
会
的
に
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
こ
に
至
る
経
緯
や
背
景
も
様
々

で
、
単
純
に
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
解
決
す
る
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、
年
々
複
雑
化
し
て
い
る
印
象
を
受
け

ま
す
。
ど
ん
な
困
り
事
で
も
そ
う
で
す
が
、
解
決
へ
の

第
一
歩
は
や
は
り
早
い
段
階
で
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
先
に
ご
紹
介
し
た
通
り
行
政
で
も
支

援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
長

年
培
っ
た
経
験
、
つ
な
が
り
な
ど
を
駆
使
し
て
全
力
で

対
応
し
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

本
人
か
ら
の
相
談
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
は
是
非
ご
近
所
の
方
、
お
知
り
合
い
の
方
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

生
活
困
窮

　以
前
に
も
特
集
で
取
り
上
げ
た
生
活
困
窮
。平
成
27
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」も
今

年
で
施
行
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。自
治
体
や
福
祉
現
場
の
方
々
の
尽
力
に
よ
り
着
実
に
社
会
に
定
着
し
つ
つ
あ

る
そ
の
一
方
で
、ま
だ
支
援
に
繋
が
っ
て
い
な
い
人
の
存
在
も
あ
り
、報
道
等
で
も
よ
く
見
聞
き
す
る
課
題
で
す
。

今
回
再
度
こ
の
問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、少
し
で
も
社
会
に
理
解
が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平成30年度決算
（法人全体）

　　　　  科　　目 決算額（円）　

会費・寄附金収入 2,052,000

補助金・受託金収入 59,714,364

貸付事業収入 30,000

事業収入 9,190,518

負担金収入 8,624,498

介護保険事業収入 291,202,314

障害福祉サービス等事業収入 36,627,543

受取利息配当金収入 3,082

その他の収入 652,995

施設整備等寄付金収入 1,940,000

長期運営資金借入金収入 2,000,000

積立資産取崩収入 1,710,394

　　　　 収入合計（a） 413,747,708

人件費支出 316,511,103

事業費支出 25,235,408

事務費支出 49,629,989

貸付事業支出 30,000

共同募金配分金及び分担金 468,934

助成金支出 8,576,188

負担金支出 5,749,330

その他の支出 316,389

固定資産取得支出 3,093,980

長期運営資金借入金元金償還支出 2,000,000

積立資産支出 2,047,720

　　　　 支出合計（b） 413,659,041

　　　 収支差額（a）－（b） 88,667



23

　
　
　
　
　
　
　深
刻
な
相
談
内
容

　生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
は
、
生
活
困
窮

者
の
定
義
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
条
に
よ
り
『
現
に
経

済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
を
い
う
。』
と
定
め

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
は
生
活
保
護
の
対
象
に
至
る
前
ま

た
は
、
生
活
保
護
脱
却
後
の
自
立
に
向
け
た
段
階
の
方

の
生
活
が
、著
し
く
困
窮
し
て
い
る
状
態
を『
生
活
困
窮
』

と
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
相
談
は
非
常
に
切
迫
し

た
も
の
が
多
く
、「
病
気
や
障
が
い
の
た
め
働
け
な
い
」

「
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
次
の
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
収

入
が
無
く
、
子
ど
も
の
養
育
費
が
払
え
な
い
」「
電
気
、

水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
」「
健
康
保
険
料
が
払
え
ず
通

院
で
き
な
い
」
な
ど
、
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
非
常
に

深
刻
な
内
容
で
す
。

と
協
力
し
な
が
ら
、
色
ん
な
困
り
ご
と
と
向
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。

◆
熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
活
困
窮
者
支
援
事
業

　

各
種
資
金
貸
付
事
業

　低
所
得
者
等
を
対
象
と
し
て
生
活
費
や
医
療
費
を
は

じ
め
様
々
な
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

緊
急
食
糧
提
供
事
業

　生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
、
緊
急
的
に
食
料
を
提
供
し

て
当
該
世
帯
の
生
活
維
持
を
支
援
し
ま
す
。
1
回
当
た

り
、
一
般
的
な
大
人
が
3
週
間
程
度
で
消
費
す
る
食
料

が
届
き
ま
す
。
利
用
回
数
は
生
涯
3
回
が
上
限
で
す
。

緊
急
時
物
品
等
支
援
事
業

　緊
急
性
の
高
い
支
援
を
要
す
る
生
活
困
窮
者
に
必
要

な
物
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

就
労
活
動
支
援
事
業

　生
活
困
窮
者
の
就
労
活
動
に
か
か
る
交
通
費
を
助
成

し
ま
す
。

就
労
訓
練
事
業

　生
活
困
窮
者
の
就
労
に
関
す
る
能
力
及
び
知
識
の
向

上
な
ど
、
必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業

　生
活
困
窮
等
を
理
由
に
、
就
職
面
接
、
冠
婚
葬
祭
等

に
必
要
な
正
装
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
そ
の
衣
装
を

貸
し
出
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　生
活
困
窮
に

　
　
　
　
　
　
　関
す
る
取
り
組
み

　厚
生
労
働
省
で
は
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立
相
談

支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援
事
業
、
住
居
確
保
給
付
金

の
支
給
、
家
計
相
談
支
援
事
業
等
の
様
々
な
自
立
支
援

制
度
を
設
け
、
全
国
の
自
治
体
ご
と
に
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
社
会

福
祉
法
人
等
に
一
部
事
業
を
委
託
し
た
り
、
幅
広
く
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
専
門
的
な
部

◆
熊
野
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の
取
り
組
み

　熊
野
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
で
構
成
す
る
熊
野
市
社

会
福
祉
法
人
連
絡
会
で
も
、
生
活
困
窮
者
世
帯
に
対
し

一
時
的
に
物
品
、
食
料
を
提
供
す
る
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

＊
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
け

る
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
必
要
な

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
事
業
の
詳
細
は
熊
野
市

社
協
地
域
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　☎
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7
ー
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9
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5
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　ま
ず
は
相
談
を

　昨
今
、
働
き
世
代
で
あ
る
40
代
、
50
代
の
中
高
年
層

分
に
期
待
し
、
協
力
関
係
を
よ
り
強
化
し
て
い
ま
す
。

　熊
野
市
で
も
自
立
相
談
支
援
事
業
（
就
労
そ
の
他
の

自
立
に
関
す
る
相
談
支
援
、
事
業
利
用
の
た
め
の
プ
ラ

ン
作
成
等
）
に
よ
り
総
合
的
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
生
活
困
窮
に
対

す
る
支
援
事
業
と
連
携
し
て
、
最
良
の
支
援
を
目
指
し

て
い
ま
す
。※

熊
野
市
内
で
は
複
数
の
社
会
福
祉
法
人
等

が
「
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
」
を
受
託
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　の
支
援
事
業

　全
国
各
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
法
人
発
足
か
ら

地
域
福
祉
の
推
進
を
活
動
の
基
本
と
し
て
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮
と
の
関
り
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、「
困
っ
た
人
が
い
れ
ば
み
ん
な
で
考
え
、
そ
の
困

り
ご
と
を
み
ん
な
で
解
決
す
る
」を
念
頭
に
置
き
、行
政
、

地
区
社
協
、
民
生
委
員
、
区
、
そ
の
他
関
係
す
る
機
関

の
生
活
困
窮
が
増
加
し
、
社
会
的
に
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
こ
に
至
る
経
緯
や
背
景
も
様
々

で
、
単
純
に
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
解
決
す
る
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、
年
々
複
雑
化
し
て
い
る
印
象
を
受
け

ま
す
。
ど
ん
な
困
り
事
で
も
そ
う
で
す
が
、
解
決
へ
の

第
一
歩
は
や
は
り
早
い
段
階
で
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
先
に
ご
紹
介
し
た
通
り
行
政
で
も
支

援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
長

年
培
っ
た
経
験
、
つ
な
が
り
な
ど
を
駆
使
し
て
全
力
で

対
応
し
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

本
人
か
ら
の
相
談
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
は
是
非
ご
近
所
の
方
、
お
知
り
合
い
の
方
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

生
活
困
窮

　以
前
に
も
特
集
で
取
り
上
げ
た
生
活
困
窮
。平
成
27
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」も
今

年
で
施
行
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。自
治
体
や
福
祉
現
場
の
方
々
の
尽
力
に
よ
り
着
実
に
社
会
に
定
着
し
つ
つ
あ

る
そ
の
一
方
で
、ま
だ
支
援
に
繋
が
っ
て
い
な
い
人
の
存
在
も
あ
り
、報
道
等
で
も
よ
く
見
聞
き
す
る
課
題
で
す
。

今
回
再
度
こ
の
問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、少
し
で
も
社
会
に
理
解
が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平成30年度決算
（法人全体）

　　　　  科　　目 決算額（円）　

会費・寄附金収入 2,052,000

補助金・受託金収入 59,714,364

貸付事業収入 30,000

事業収入 9,190,518

負担金収入 8,624,498

介護保険事業収入 291,202,314

障害福祉サービス等事業収入 36,627,543

受取利息配当金収入 3,082

その他の収入 652,995

施設整備等寄付金収入 1,940,000

長期運営資金借入金収入 2,000,000

積立資産取崩収入 1,710,394

　　　　 収入合計（a） 413,747,708

人件費支出 316,511,103

事業費支出 25,235,408

事務費支出 49,629,989

貸付事業支出 30,000

共同募金配分金及び分担金 468,934

助成金支出 8,576,188

負担金支出 5,749,330

その他の支出 316,389

固定資産取得支出 3,093,980

長期運営資金借入金元金償還支出 2,000,000

積立資産支出 2,047,720

　　　　 支出合計（b） 413,659,041

　　　 収支差額（a）－（b） 88,667
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8／28
8／22

熊野市ボランティアセンター
登録ボランティア数

団体：32　個人： 8名
合計：1,617名

令和元年6月1日現在

ボランティアセンター情報誌

い なみんな
いっしょに
大きくな～れ！

ボランティアセンター
イメージキャラクター

いな

熊野市ボランティアセンター
（熊野市社会福祉協議会内）

住　所：熊野市井戸町1150番地
電　話：0597－89－5000
FAX：0597－89－3068
担　当：西　里美

頑張りました！

ボランティアに少し興味が…こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
し
た

　当日は４グループに分かれて、募金活動（三
重ボランティア基金）やアイスの実入りサイダ
ー、くましゃんクッキーの販売を行いました。　
　子供達が販売したものは大好評！
　長時間の活動にも関わらず、みんなで一生懸
命頑張って活動しました♪

や
り
ま
す

　日頃あまり気づかないことでも、気をつけてみると少しの協力で解決
できること、助かることがあるかもしれません。まずは、身の回りで出来
ることを探してみるのもいいかもしれませんね。
　当センターでは、いくつかのボランティア講座を開催する予定です。
広報誌「いな」や地元新聞などに掲載しますので是非ご活用ください。
また、ボランティアに関して、分からないことなどがあればお気軽にご相
談ください。

社協ふれあいフェスタで、ちびっ子ボランティアたちが活躍！

担当者より一言

　6月16日（日）、熊野市保健福祉センターで開
催された「社協ふれあいフェスタ」にちびっ子
ボランティアが参加しました。
　事前会議を行い、当日活動する内容を考える
とともに、たくさんのお客さんがコーナーに来
てくれるよう、看板のデザインも話し合いなが
ら工夫して作りました。

にし さとみ     
　申し遅れましたが、今年度よりボランティアセンターの担当になりました西 里美です。
　社会人2年目となりました。1年目の頃は右も左も分からない状態でしたが、やっと余裕が出てきたよ
うに思います。また、ボラセン担当になったからには、たくさんのボランティアの方と関わり、様々な経験
をしていきたいと思います。若い力を活かして頑張りますのでどうぞよろしくお願いします！

熊野市戦没者追悼式
13:30〜 熊野市民会館

ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
し
て

開
催
し
ま
す
。

　これからの地域づくりを
わかりやすく学びます。

講師：板井 正斉 准教授
　　　皇學館大學

福祉委員研修会
熊野市保健福祉センター
14:00~

6/16 第14回社協ふれあいフェスタ
熊野市保健福祉センター　「地域福祉を考える1日」として、市内各団体やボ

ランティア等の皆さまのご協力をいただき、盛大に
開催することができました。ありがとうございました。

6/7 なんでも講座　入鹿中学校
　1年生を対象に車いすや高齢者疑似体験の他、
今回は熊野市地域包括支援センター職員による認
知症講話も。生
徒が各々で考え
る姿も見受けら
れ、認知症や障
がい等に対する
正しい理解とあ
たたかいまちづ
くりにつながれ
ばと思います。

〜よろこびのたねをまこう〜〜よろこびのたねをまこう〜
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熊野市の
人口と
高齢化率 く

ま
し
ゃ
ん
お
み
く
じ

◇
開 
設 
日   

7
月
16
日
（
火
）

 

8
月
20
日
（
火
）

◇
相 

談 

員 
片
山

　眞
洋

　弁
護
士

◇
会

　
　場 

熊
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

1
階
相
談
室

　

◇
時

　
　間 

13
時
か
ら

◇
相
談
内
容 

民
事
全
般
（
相
続
、
離
婚
、

 

雇
用
、
他
）

※

開
催
日
前
日
の
15
時
ま
で
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

※

相
談
は
一
人
15
分
程
度
で
予
約
順
で
す
。

　
　
　
　
　
　

  

担
当

　地
域
福
祉
係

　西

　家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
介
護
用
品
や
乳

幼
児
用
品
、ま
た
、「
譲
っ
て
欲
し
い
！
」と
い
っ

た
品
物
を
登
録
し
、
地
域
で
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
制
度
で
す
。
お
互
い
に
譲
り
合
う
当
制
度

を
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

　当
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、
熊
野
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
に
あ
る
掲
示
板
ま
た
は
、

熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
熊
野
市
社
協
で
検
索

　リ
サ
イ
ク
ル
の
ペ
ー

ジ
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

担
当

　地
域
福
祉
係

　榎
本

　熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

「
お
み
く
じ
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
参
考
ま
で
に
、
今
日
の
運
勢
を
占
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

良
い
結
果
が
出
る
ま
で
何
度
で
も
ど
う
ぞ
。 

　今
年
は
見
事
な
く
ら
い
良
い
お
天
気
の
中「
社

協
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。大
勢
の
方
の
協
力
と
、た
く
さ
ん
の

方
の
ご
来
場
に
よ
り
、天
気
も
良
い
分
い
つ
も
よ

り
盛
大
に
開
催
で
き
た
気
が
し
ま
す
。▼
フ
ェ
ス

タ
は
上
天
気
で
し
た
が
、そ
う
は
い
っ
て
も
季
節

は
梅
雨
・・・
。し
か
し
、何
で
も
前
向
き
に
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。新
し
い
傘
で
も
買
っ
て
、雨

も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
か
！

　
　
　

  

（
あ
き
ひ
と
）

熊野市社会福祉協議会の事業には、赤い羽根共同募金配分金を活用させていただいております。
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福
祉
・
保
育
・
看
護
の
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
・
保
育
・
看
護
の
お
仕
事
を
お
探
し
の

方
を
対
象
に
、就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と
就
職
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時 

令
和
元
年
7
月
21
日（
日
）

 

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

 

 

10
時
30
分
〜
12
時

 

福
祉
・
保
育
・
看
護
の
就
職
フ
ェ
ア

 

 

13
時
〜
15
時
30
分

◆
会
場 

メ
ッ
セ
ウ
ィ
ン
グ
み
え

 

（
津
市
北
川
路
町
19-

1
）

◆
対
象 

福
祉
・
保
育
・
看
護
の
職
場
に
就
職

希
望
、ま
た
は
関
心
の
る
一
般
・
学
生

※

津
新
町
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

※

託
児
室
あ
り〈
予
約
制
7
／
12
締
切
〉

◆
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０

世帯数 8,886世帯
人　口 16,826人
（男7,733人／女9,093人）
65歳以上 7,246人
（男2,967人／女4,279人）
熊野市の高齢化率 43.06％
（令和元年6月1日現在）

編集　社会福祉法人熊野市社会福祉協議会 〒 519-4324熊野市井戸町1150
TEL　0597-89-5000 / FAX　0597-89-3068 /
E-mail  kumano@k-shakyo.com / URL　http://www.k-shakyo.com/
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こんにちは！ くましゃんだよ！ 
梅雨のジメジメを「マッチ棒クイズ」でスッキリさせてね！

3本動かして
　 反対向きに！

1本動かして
　 正しい式に！

前号の正解者は、德田靖兒さ
ん、濱中遥さん、前田マリ子さん
でした。おめでとうございます。

◆前号のこたえ

正解者3名にステキなプレゼント！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ハガキは、　〒519-4324 熊野市
井戸町1150番地　熊野市社会
福祉協議会　福祉くまの係へ。
メールは、ホーム
ページの「おてがみ」
から。（どちらも7月
30日必着で！）

もんだい
１

もんだい１

もんだい
2

もんだい 2

特
集
　
生
活
困
窮

ケ
ー
タ
イ
で

あ
と
が
き

　皆様からの貴重な会費は、平成30年度も様々な地域
福祉活動に活用させて頂きました。 いつも応援ありが
とうございます。
◆加入状況
　賛助会員108件、団体会員9件、個人会員96件　
 計 213件  （1,085,000円）
◆活用させていただいた事業
　・ふれあいいきいきサロン事業 420,000円
　・ふれあいフェスタ、ミニフェスタ 160,000円
　・広報事業（福祉くまの） 359,000円
　・相談事業（無料法律相談） 146,000円


